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記
念
樹
の
森
公
園

№ 202
春
2017

　

市
貝
町
の
中
央
部
を
通
る
真
岡
鐵
道
、

市
塙
駅
の
す
ぐ
東
側
に
位
置
す
る
、
小
高

い
山
根
城
跡
地
の
一
画
に
あ
る
記
念
樹
の
森

公
園
。
こ
こ
に
は
、
植
樹
者
を
募
っ
た
様
々

な
記
念
す
べ
き
思
い
が
込
め
ら
れ
た
桜
の

木 

（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
他
、
が
百
五
十
七
本

程
あ
り
、
四
月
上
旬
に
は
満
開
を
迎
え
ま

す
。
沿
道
に
咲
き
誇
る
桜
並
木
の
鮮
や
か

さ
と
は
、
ま
た
違
っ
た
趣
で
、
そ
の
場
に
居

る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
空
間
が
有
り

ま
す
。
時
折
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
耳
に
し

な
が
ら
向
か
っ
た
頂
上
に
は
、
山
根
城
跡
の 

石
碑
と
、
木
造
の
休
憩
小
屋
、
そ
し
て
解

放
感
満
載
の
展
望
台
が
あ
り
、
思
わ
ず
最

上
階
ま
で
上
が
り
た
く
な
る
心
境
に
駆
ら

れ
ま
す
。

　

閑
静
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
時
期
こ
の

場
所
で
、
遠
く
か
ら
Ｓ
Ｌ
の
奏
で
る
音
が
聞

こ
え
て
来
れ
ば
、
そ
こ
に
は
よ
り
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
の
流
れ
を
感
じ
、
穏
や
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
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法
人
会
女
性
部
会

新
春
研
修
会
開
く

　

新
春
講
演
会

元
宝
塚
の
大お
お
み
ね峯

麻ま

ゆ友
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
論
語
る

（
講
話
す
る
三
瓶
税
務
署
長
）

　

去
る
２
月
９
日(

金)

、
法
人
会
新
春

恒
例
の
「
講
演
会
」
を
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

静
風
で
開
催
し
ま
し
た
。
広
報
活
動
の
効

果
も
あ
り
参
加
者
は
会
員
や
、
一
般
の
他
、

地
区
外
か
ら
の
参
加
者
も
有
り
、
出
席
者

は
１
０
０
名
を
超
え
、
そ
の
内
６
割
が
女

性
で
占
め
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
大
正
時
代
か
ら
今
日
ま
で

人
気
を
集
め
て
い
る
〝
宝
塚
歌
劇
団
〟
の

宙
組
（
そ
ら
ぐ
み
）
初
代
組
長
を
務
め
た

「
大
峯
麻
友
さ
ん
」
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

宝
塚
と
言
え
ば
、
上
下
関
係
が
厳
し
い

こ
と
で
有
名
で
す
が
、
先
輩
が
「
カ
ラ
ス

は
白
い
」
と
言
っ
た
ら
、
後
輩
も
「
カ
ラ

ス
は
白
い
」
と
答
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

そ
ん
な
世
界
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

大
峯
さ
ん
は
、
宝
塚
時
代
か
ら
学
ん

だ
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
と
題
し
て
話
さ
れ
、
上
下
関
係
の
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
に
は
「
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
気
遣
い
の
大

切
さ
」
や
「
部
下
の
仕
事
を
見
届
け
、
声

を
か
け
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ

る
」
と
、
上
の
立
場
に
立
つ
者
の
心
構
え

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

講
話
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら

90
分
に
も
及
び
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
大

峯
さ
ん
の
乱
れ
ぬ
見
事
な
立
ち
姿
の
美
し

さ
に
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
宝
塚
歌
劇
団
を
象

徴
す
る
歌
「
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」
が
会

場
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
り
、
し
ば
し
う
っ

と
り
と
幸
せ
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
恒
例
の
「
新
春
研
修
会
」
は
、

去
る
１
月
27
日
（
金
）
午
前
11
時
か
ら

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
で
開
催
し
、
会
員

来
賓
合
わ
せ
て
63
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る
税
〜

消
費
税
あ
れ
こ
れ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
真

岡
税
務
署
長
の
三
瓶
伸
一
様
か
ら
ご
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
民
の
最
も
身
近
な
税
の
一
つ
で
あ
る

消
費
税
。
導
入
か
ら
早
30
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
税
収
額
は
今
や
17
兆
円

超
に
も
上
り
、
所
得
税
に
次
ぐ
歳
入
の
基

幹
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で

は
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
導
入

さ
れ
た
背
景
や
、
我
が
国
の
消
費
税
の
特

徴
、
税
の
正
し
い
使
い
道
な
ど
、
消
費
税

の
在
り
方
に
つ
い
て
詳
細
に
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
税
率
引
き
上
げ

時
期
の
延
期
問
題
、
更
に
は
今
後
の
取
り

組
み
と
課
題
等
に
つ
い
て
、
三
瓶
署
長
自

ら
が
作
成
し
た
レ
ジ
メ
を
基
に
要
点
を
説

明
さ
れ
、
改
め
て
消
費
税
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
次
第
で
す
。

　

研
修
会
終
了
後
は
、
別
室
に
お
い
て
新

年
会
を
開
催
。
輝
か
し
い
年
の
門
出
を
祝

う
と
と
も
に
女
性
部
会
の
益
々
の
発
展
と

会
員
企
業
の
隆
盛
を
願
い
、
和
や
か
に
歓

談
い
た
し
ま
し
た
。

第5回通常総会のお知らせ

一般社団法人真岡法人会

【日　時】平成 29年 6月 13日（水）午後 4時
【場　所】フォーシーズン静風「静風の間」

※5月中に会員の皆様にご案内状を送付いたします。

出欠のご回報と欠席をされる場合、委任状のご提出を

お願いいたします。
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青
年
部
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
年
部
会
長
　
秋
山
康
雄

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

法
人
会
長
賞
は
入
江
麗
奈
さ
ん

（
真
岡
東
小
）

(

法
人
会
長
賞
）
入
江
さ
ん
の
作
品

(

女
性
部
会
長
賞
）
森
山
さ
ん
の
作
品

(税務署長賞）加藤さんの作品

　

女
性
部
会
主
催
の
第
5
回
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
が
1

月
27
日
に
行
わ
れ
、
応
募
総
数
２
１
９
点

の
中
か
ら
優
秀
作
品
45
点
を
選
考
・
表
彰

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
作
品
は
、
昨
年
、
女
性
部

会
が
「
租
税
教
室
」
を
担
当
し
た
真
岡
小

学
校
、
真
岡
東
小
学
校
、
赤
羽
小
学
校
の

6
年
生
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
品
は
2
月
13
日
か
ら
10

日
間
、
学
校
近
く
の
大
型
商
業
施
設
２
ヶ

所
に
展
示
し
、
ま
た
、
法
人
会
長
賞
は
じ

め
上
位
の
優
秀
作
品
17
点
に
つ
い
て
は
確

定
申
告
時
期
に
合
わ
せ
、
真
岡
税
務
署
の

申
告
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
作
品
17
点
は
次
の
方
々
で

す
。

【
法
人
会
長
賞
】
入
江
麗
奈
（
真
岡
東
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】森
山
さ
く
ら（
真
岡
小
）

【
税
務
署
長
賞
】
加
藤
姫
奈
（
真
岡
東
小
）

【
金　

賞
】
飯
野
雅
翔
（
赤
羽
小
）

	
    

関
カ
ミ
ラ
（
真
岡
小
）

	
    

山
本
藍
奈
（
真
岡
東
小
）

【
銀　

賞
】
仁
平
歩
美
（
真
岡
小
）

	
    
堀
本　

葵
（
真
岡
東
小
）

	
    

大
木
正
次
（
真
岡
東
小
）

	
    

桜
井
亜
伊
（
赤
羽
小
）

	
    

野
村
心
結
（
赤
羽
小
）

　

平
成
２
９
年
３
月
２
６
日
真
岡
青
年
会

議
所
と
合
同
で
、
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
師
に
は
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の

ミ
セ
ス
パ
ン
プ
キ
ン
氏
を
迎
え
「
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
・
２
０
年
後
感
謝
さ
れ
る
育
て
方
」

と
い
う
題
目
で
し
た
。

　

ミ
セ
ス
パ
ン
プ
キ
ン
氏
は
東
洋
経
済
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
人
気
掲
載
コ
ラ
ム
「
ミ
セ

ス
パ
ン
プ
キ
ン
の
人
生
相
談
室
」
で
膨
大

な
数
の
育
児
相
談
を
こ
な
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
家
庭
の
問
題
に
つ
い
て
洞
察
溢
れ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
に
発
刊
し
た
「
一
流
の
育
て

方
」
は
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
カ
テ
ゴ
リ
ー
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
１
位
と
な
り
、
６
ヶ
月
で
２
０

万
部
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
家
庭
で
あ
り
な
が
ら
、
４
人

の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
エ
ク
ィ
テ
ィ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
や
ロ
ン

ド
ン
勤
務
の
公
認
会
計
士
、
カ
ナ
ダ
の
大

学
教
員
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
育
て
た
、
ミ
セ
ス

パ
ン
プ
キ
ン
氏
の
お
話
は
非
常
に
説
得
力

の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
ミ
セ
ス
パ
ン
プ
キ
ン

氏
に
加
え
、
真
岡
市
教
育
長
田
上
富
男
氏
、

英
語
塾
経
営
の
ク
ェ
ー
ト
ォ
玲
子
氏
、
長

田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
佐
藤
進
氏
の
４

名
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
立
場
か
ら
意
見
が

発
表
さ
れ
大
変
子
育
て
の
参
考
に
な
る
も

の
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
の
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

有
益
な
事
業
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
銅　

賞
】
泉　

星
地
（
真
岡
小
）

	
    

舘
野
紗
奈
（
真
岡
小
）

	
    

小
川
歩
華
（
真
岡
東
小
）

	
    

川
上　

諄
（
赤
羽
小
）

	
    

佐
藤
慶
己
（
赤
羽
小
）

	
    

鈴
木
柊
太
（
赤
羽
小
）

（
敬
称
略
）
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女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

鹿
児
島
大
会
に
参
加
し
て
　

女
性
部
会
長
　
田
尻
和
子
　

法
人
会
の
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
は
野
沢 

巧
さ
ん（
二
宮
支
部
）

女
性
部
会
研
修
旅
行

〜
梅
香
る
季
節
、
東
京
を
愉
し
む
〜

　

朝
晩
の
厳
し
い
寒
さ
が
残
る
二
月
二
十

八
日
（
火
）、
女
性
部
会
恒
例
の
日
帰
り

研
修
旅
行
は
、
６
支
部
会
員
・
事
務
局
を

含
め
三
十
六
名
が
参
加
し
、
迎
賓
館
赤
坂

離
宮
、
築
地
場
外
市
場
、
す
み
だ
北
斎
美

術
館
へ
行
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
ひ
ど
い
渋
滞
も
な
く
順
調
に
進

み
、
ま
ず
は
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
を

訪
れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の
特
徴
的
な
建

物
で
す
。
全
員
で
見
学
し
た
常
設
展
示
室

は
黒
で
統
一
さ
れ
て
い
て
足
元
の
青
い
光

は
隅
田
川
を
表
し
て
い
る
と
の
事
で
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
し
た
。
作
品
は
時
代

順
に
展
示
さ
れ
、
解
説
は
違
っ
た
角
度
か

ら
も
楽
し
め
る
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。
常

設
展
示
室
を
後
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
館
内
を

見
て
回
り
ま
し
た
。

　

次
に
「
す
し
ざ
ん
ま
い
本
陣
」
に
て
、

お
い
し
い
お
寿
司
を
い
た
だ
き
、
築
地
場

外
市
場
の
買
い
物
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」
へ
向
か

い
ま
し
た
。
西
門
か
ら
入
場
し
、
受
付
で

一
人
ひ
と
り
を
参
観
名
簿
に
て
確
認
と
飛

行
機
搭
乗
時
の
よ
う
な
厳
重
な
手
荷
物

検
査
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
見
学
開
始
で

す
。
ま
ず
は
建
物
内
へ
進
み
ま
し
た
。
ど

の
部
屋
も
豪
華
な
内
装
と
調
度
品
は
見
事

で
、
随
所
に
洋
の
中
に
も
和
が
織
り
込
ま

れ
細
部
ま
で
素
晴
ら
し
く
、
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
建
物
は
外
観
も
立
派
で
、
天
気

が
い
い
の
も
相
ま
っ
て
よ
り
美
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
前
庭
は
雑
草
一
つ
な
く
松

も
き
っ
ち
り
剪
定
さ
れ
整
然
と
し
て
お
り
、

正
門
か
ら
臨
む
と
奥
に
見
え
る
建
物
と
の

風
景
も
良
い
で
す
。
最
後
に
正
門
を
下
か

ら
見
上
げ
た
時
、
空
の
青
さ
が
門
を
よ
り

美
し
く
引
き
立
て
て
い
て
素
敵
で
し
た
。

　

北
斎
、
築
地
、
そ
し
て
迎
賓
館
、
和
と

洋
を
堪
能
で
き
、
実
り
あ
る
研
修
旅
行
で

し
た
。

　

法
人
会
の
新
規
事
業
で
あ
る
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
去
る
2
月
24
日
（
金
）

真
岡
市
三
谷
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
イ
ク
ス
Ｃ

Ｃ
に
6
支
部
か
ら
28
名
が
参
加
し
、
日
頃

の
腕
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
は
そ
も
そ
も

11
月
24
日
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
想
定

外
の
降
雪
に
見
舞
わ
れ
仕
方
な
く
2
月
に

順
延
。
寒
空
の
下
で
の
大
会
で
し
た
が
参

加
者
は
顔
見
知
り
も
多
く
和
気
あ
い
あ
い
。

　

結
果
は
、
予
想
通
り
優
勝
は
二
宮
支
部

の
野
沢
巧
さ
ん
に
輝
き
、
グ
ロ
ス
も
74
と

他
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
さ
く
ら

の
「
松
喜
」
で
行
い
、
宴
が
遅
く
ま
で
続

い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
芳
賀
支
部
が
幹
事
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ネ
ッ
ト
の
部
】

優　

勝　

野
沢　
　

巧
（
二
宮
）
70.4

　

第
12
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

鹿
児
島
大
会
が
、
去
る
4
月
7
日
（
金
）

鹿
児
島
市
の
「
城
山
観
光
ホ
テ
ル
」
で
開

催
さ
れ
、
全
国
の
女
性
部
会
員
な
ど
１
６

２
５
名
が
参
加
し
、
当
女
性
部
会
か
ら
、

田
尻
部
会
長
と
二
宮
支
部
の
柴
部
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
は
、
幕
末
に
お
い
て
大
陸
や
西

欧
か
ら
新
し
い
文
明
が
伝
わ
り
、
こ
の
地

か
ら
日
本
全
国
に
広
が
り
、
政
治
社
会
の

大
変
革
と
な
り
、
日
本
の
近
代
国
家
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
、「
明
治
維
新

１
５
０
年
」
と
な
り
ま
す
。

　

大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
輝
け

女
性
！
そ
の
風
は
南
か
ら
」
で
、
こ
の
大

会
を
機
に
、
女
性
の
活
躍
こ
そ
が
、
将
来

の
日
本
を
支
え
る
子
供
達
の
育
成
と
今
後

の
経
済
成
長
の
原
動
力
に
な
り
、
女
性
の

準
優
勝　

清
水　

益
栄
（
益
子
）
70.6

３　

位　

町
井
一
比
古
（
茂
木
）
72.2

【
グ
ロ
ス
の
部
】

①
野
沢
巧
（
二
宮
）
74
②
関
春
一
（
茂
木
）

84
③
三
澤
幸
光
（
真
岡
）
87

【
ド
ラ
コ
ン
賞
】
町
井
一
比
古　

竹
石
哲

也【
ニ
ア
ピ
ン
賞
】
磯
稲
造　

関
春
一

（
敬
称
略
）
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市
政
懇
談
会
開
催

真
岡
支
部

片山さおりさん
K-LIVING

職
場
の
花

支
　
部
　
活
　
動

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
真
岡
支
部

で
は
、
去
る
３
月
21
日
（
火
）
午
後
5
時

か
ら
「
真
岡
商
工
会
議
所
大
会
議
室
」
に

て
、
井
田
真
岡
市
長
を
迎
え｢

市
政
の
概

要
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
平
成
29
年
度
の

真
岡
市
の
予
算
、
事
業
計
画
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
雇
用
の
創

出
、
移
住
定
住
の
促
進
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
な
ど
、

一
昨
年
の
10
月
に
策
定
し
た
、
真
岡
市
の

セイフティ（安全性評価認定を受けている）バス　
国土交通省等により安全確保の優秀な貸切バス事業者と認定

法令に基づいた運行料金

株式会社　タケダ商事
市貝町椎谷（しゅうがい）２３９　
℡ 0285-68-4791 FAX0285-68-4223 ( 営 )9 時～ 18 時 不定休

輝
く
時
代
を
切
り
拓
こ
う
、
こ
こ
鹿
児
島

の
地
か
ら
発
信
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

　

大
会
は
、
第
一
部
式
典
、
第
二
部
記
念

講
演
、
第
三
部
懇
親
会
の
構
成
で
行
わ
れ
、

記
念
講
演
は
、（
株
）
国
際
協
力
銀
行
の

林
信
光
氏
（
元
国
税
庁
長
官
）
が
「
明
日

の
社
会
と
税
金
を
語
る
〜
霞
が
関
か
ら
ワ

シ
ン
ト
ン
ま
で
〜
」
と
い
う
演
題
で
お
話

し
さ
れ
、
大
蔵
省
入
省
か
ら
総
理
秘
書
官

を
務
め
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
現
在
内
閣

が
長
期
政
権
で
あ
る
こ
と
の
世
界
的
な
メ

リ
ッ
ト
な
ど
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
県
内
女
性
部
の
方
々
だ
け

で
は
な
く
、
他
地
域
の
女
性
部
の
方
々
と

も
交
流
を
深
め
、
ま
た
、
活
動
の
見
直
し

の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

K-LIV
IN

G

で
は
、「
世
界
に
た
っ
た
ひ

と
つ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ハ
ウ
ス
」
を
ご

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

間
取
り
や
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

照
明
や
小
さ
な
ノ
ブ
、
家
具
、
雑
貨
に
い

た
る
ま
で
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

施
主
様
の「
好
き
」を
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
一
生
に
一
度
の
お
家

造
り
。
皆
さ
ま
失
敗
は
し
た
く
な
い
で
す

し
、
妥
協
も
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
に
応
え
る
為
、
施
主
様

と
共
に
考
え
、
意
見
を
聞
き
、
様
々
な
ご

提
案
を
し
、
お
互
い
が
本
当
に
納
得
で
き

る
お
家
を
目
指
し
ま
す
。

　

笑
顔
と
真
剣
さ
、
そ
し
て
、
本
当
に
い

い
お
家
を
造
り
た
い
と
い
う
熱
い
気
持
ち

で
お
客
様
に
接
す
る
片
山
さ
ん
は
ま
さ
に

『
職
場
の
花
』

　

今
日
も
笑
顔
で
お
客
様
の
期
待
に
応
え

ま
す
。

　
「
さ
ー
て
、
今
日
も
笑
顔
で
頑
張
ろ
う

♪
」

●運転手募集●
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女
性
部
も
市
政
懇
談
会
開
く

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

新
春
講
演
会
を
開
催

益
子
支
部

二
宮
支
部

〒 321-3426　 栃木県芳賀郡市貝町赤羽 2919 番地 9
	 　　ＴＥＬ（0285）６８ー１４３２㈹
	 　　ＦＡＸ（0285）６８−１４１９

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
２
月
22
日

(

水)

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
お
い
て
、

井
田
真
岡
市
長
を
迎
え
、
女
性
部
と
し
て

は
初
め
て
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
平
成
29
年
度
の
真
岡

市
の
予
算
、
事
業
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
組
み
等
や
真
岡
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
務
事
業

の
行
政
評
価
を
踏
ま
え
た
効
率
的
な
行
政

運
営
を
図
っ
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
庁
舎
や
真
岡
市
東
運
動
公
園
、
芳
賀

赤
十
字
病
院
に
つ
い
て
等
、
身
近
な
話
題

も
多
く
、
参
加
し
た
会
員
の
方
々
は
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
終
了
後
は
、
井
田
市
長
同

席
の
も
と
食
事
会
を
開
催
し
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

去
る
1
月
27
日
に
、
に
の
み
や
商
工
会

と
共
催
に
よ
り
新
春
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。（
株
）
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ

ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
「
駅
弁
マ
イ
ス
タ
ー
」
の

三
浦
由
紀
江
氏
を
講
師
に
、「
一
年
で
駅

弁
売
り
上
げ
を
五
千
万
円
ア
ッ
プ
さ
せ
た

カ
リ
ス
マ
駅
弁
販
売
員
が
語
る
〜
奇
跡
の

サ
ー
ビ
ス
〜
」
と
題
し
、
買
う
気
に
さ
せ

る
「
五
秒
接
客
術
」
や
ス
タ
ッ
フ
の
結
束

力
が
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
鍵
「
ス
タ
ッ
フ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
」、「
常
識

や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
と
行
動
が

奇
跡
の
販
売
額
を
た
た
き
出
す
」
な
ど
、

究
極
の
接
客
術
の
実
績
に
基
づ
い
た
講
演

と
な
り
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
評
判
の
良
い
当
地
域
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
二
宮
金
次
郎
の
教
え
「
徳

を
以
っ
て
徳
に
報
い
る
」（
物
や
人
そ
の

も
の
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
「
持
ち
ま
え
、

取
り
え
、
長
所
、
美
点
、
価
値
、
恵
み
、

お
か
げ
」
な
ど
を
「
徳
」
と
し
て
、
そ
の

「
徳
」
を
う
ま
く
使
っ
て
社
会
に
役
立
て

て
い
く
（
お
返
し
を
す
る
）
こ
と
）
と
「
に

の
み
や
金
ち
ゃ
ん
の
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

入
れ
新
春
の
タ
オ
ル
を
製
作
配
布
い
た
し

ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
新

春
賀
詞
交
歓
会
を
一
月
二
十
三
日
（
月
）

に
ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

篠
原
支
部
長
と
来
賓
と
し
て
お
招
き
し

た
石
坂
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
今

回
の
特
別
企
画
「
新
春
の
歌
声
」
と
し
て

「
第
三
十
二
回
日
本
大
衆
音
楽
祭
」
チ
ャ

イ
ル
ド
部
門
最
高
賞
を
受
賞
し
た
益
子
小

学
校
六
年
生
の
谷
畑
妃
音
（
や
ば
た　

ひ

な
り
）
さ
ん
に
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
頂

き
ま
し
た
。
妃
音
さ
ん
は
小
学
生
と
は
思

え
な
い
程
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見

せ
、
伸
び
の
あ
る
豊
か
な
声
量
で
ア
ン

ジ
ェ
ラ
ア
キ
の
「
手
紙
」
等
、
三
曲
を
熱

唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
大
塚
町
長
、
前

原
統
括
官
等
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
か
ら

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
ご
挨
拶
を
頂
き
、

会
員
及
び
各
団
体
の
参
加
者
一
同
和
や
か

な
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
真
岡
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

く
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事

務
事
業
の
行
政
評
価
を
踏
ま
え
た
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
終
了
後
は
、「
け
や
き
会

館
」
に
て
、
懇
親
会
を
開
催
し
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
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タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

日
帰
り
研
修

茂
木
支
部

　

益
子
支
部
で
は
、
今
年
も
地
域
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
一
本
協

賛
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
福
祉

施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
趣
旨
の
も
と
、
支
部
会
員
の
事
業
所

に
呼
び
か
け
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
、
町
内
１
７
カ
所
の
タ

オ
ル
収
集
所
に
て
平
成
２
９
年
１
月
１
日

〜
３
１
日
の
約
１
ヶ
月
間
に
て
５
８
５
本

も
の
タ
オ
ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
は
益
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
し
、
町
内
各
福
祉
施
設
に

配
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
１
４
日
（
火
）、
茂
木
支
部
で
は
、

東
京
方
面
へ
日
帰
り
研
修
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

出
発
時
、
小
雨
が
降
り
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
東
京
に
近
づ
く
に
つ
れ
雨
も
や
み
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
学
問
の
神
様
「
湯
島

天
神
」。
季
節
柄
多
く
の
絵
馬
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
向
か
っ
た
の
は
、

「
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」。
展
望
台
か

ら
東
京
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昼
食
を
兼
ね
て
「
神
楽
坂
商

店
街
」
を
散
策
し
ま
し
た
。
情
緒
あ
る
坂

道
に
は
多
く
の
店
が
建
ち
並
び
、
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
の
は
今
回
の
研
修
の
メ

イ
ン「
能
楽
の
観
賞
」。
宝
生
能
楽
堂
に
は
、

開
場
１
時
間
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
蛇
の

列
が
で
き
て
お
り
、「
能
」
の
人
気
が
伺

え
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能

楽
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
み

な
さ
ん
「
感
動
し
た
」「
す
ば
ら
し
か
っ

た
」
と
、
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
機
会
の
な

い
「
能
」
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
親
睦
も
図
ら
れ
、
楽

し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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株
式
会
社

タ
ケ
ダ
商
事
　

　
株
式
会
社

大
津
屋
呉
服
店
　

企 

業 

紹 

介

　

㈱
タ
ケ
ダ
商
事
は
、
公
益
社
団
法
人
日

本
バ
ス
協
会
に
よ
る
安
全
性
評
価
認
定
委

員
会
よ
り
、
優
良
な
バ
ス
会
社
と
し
て
貸

切
バ
ス
事
業
者
安
全
性
評
価
認
定
を
受
け

て
い
る
バ
ス
会
社
で
す
。

　

安
全
性
評
価
認

定
と
は
、
日
本
バ

ス
協
会
が
、
法
令

に
基
づ
い
た
安
全

な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
貸
切

バ
ス
事
業
者
へ
適

用
し
て
い
る
制
度

で
、
認
定
を
受

け
た
事
業
者
は
、

セ
ー
フ
テ
ィ
バ
ス

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
バ
ス
の
出
入

り
口
脇
に
貼
り
付

け
表
示
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
認

定
事
業
者
は
、
国

土
交
通
省
並
び
に

日
本
バ
ス
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
２
８
年
１
月
１
５
日
の
深
夜
に
起

き
た
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
は
、
乗
客

１
３
名
・
運
転
手
２
名
が
死
亡
し
た
過
去

３
０
年
で
最
多
の
死
者
が
出
る
事
故
と
な

り
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
バ
ス

会
社
は
、
法
令
に
違
反
し
て
行
政
処
分
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

貸
切
バ
ス
事
業
者
が
、
法
令
に
基
づ
い

た
安
全
性
の
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
こ
の
事
案
の
よ
う
に
安
い
ス

キ
ー
バ
ス
の
広
告
だ
け
で
安
全
性
が
十
分

か
ど
う
か
判
ら
な
い
バ
ス
を
選
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
社
の
バ
ス
に
お
い
て
は
、
無
事
故
・

無
違
反
で
、
行
政
処
分
な
ど
受
け
た
こ
と

が
な
く
、
法
令
に
基
づ
い
た
安
全
性
の
確

保
の
た
め
の
取
り
組
み
を
適
切
に
行
っ
て

い
る
優
秀
な
貸
切
バ
ス
事
業
者
と
し
て
認

定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
運
転
手

８
名
は
出
発
の
際
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
車
の

点
検
、
定
期
健
康
診
断
、
社
内
勉
強
会
な

ど
法
令
に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
バ
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
さ
れ

る
お
客
様
、
法
令
に
基
づ
い
た
安
心
・
安

全
の
バ
ス
会
社
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。
当
社
は
大
型
バ
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
中
型
バ
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

所
有
し
て
お
り
ま
す
。
当
社
は
、
安
全
な

運
行
の
た
め
に
会
社
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
す
べ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
大
正
１
０
年
（
１
９
２
１

年
）
よ
り
芳
賀
町
の
安
産
・
子
育
て
・
子

授
け
で
有
名
な
延
生
地
蔵
尊
の
門
前
に
て

呉
服
店
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
日

本
の
民
族
衣
装
で
あ
る
和
服
を
扱
う
職
業

柄
、
お
宮
参
り
、
七
五
三
、
入
学
・
卒
業
、

成
人
式
、
結
婚
な
ど
お
客
様
の
人
生
の
節

目
で
和
服
を
着
る
機

会
に
携
わ
る
事
が
多

く
あ
り
ま
す
。
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
と
ウ
ォ

ン
ツ
の
変
化
に
お
応

え
出
来
る
よ
う
に
着

物
の
販
売
や
レ
ン
タ

ル
だ
け
で
な
く
着
付

け
や
お
手
入
れ
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
の
充
実
、
そ
し

て
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

を
併
設
し
て
ヘ
ア
メ

イ
ク
や
写
真
撮
影
な

ど
き
め
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
が
出
来
る
よ
う

に
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
安
産
・
子
授
け
・

子
育
て
で
有
名
な
延

生
地
蔵
尊
の
門
前
の

立
地
と
言
う
事
も
あ

り
、
妊
婦
さ
ん
や
お

子
様
の
お
宮
参
り
、
七
五
三
な
ど
多
く
の

参
詣
者
の
方
々
が
弊
社
に
ご
来
店
頂
き
ま

す
。
和
服
を
通
じ
て
人
生
の
節
目
に
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
想
う
親
心
の
お
手

伝
い
、
日
本
の
伝
統
と
心
の
継
承
の
お
手

伝
い
を
通
じ
て
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
努
力
す
る
事
が
弊
社
の
地
域
貢
献

で
あ
り
永
続
的
に
発
展
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


